
府立工科高等学校における

ものづくり教育の充実に関する提言
平成24年12月
ものづくり教育コンソーシアム大阪
はじめに
本コンソーシアムについては、「大阪の教育力向上プラン」において、地域産業との連携強化や、高等教育機関との接続の拡充を進めるなど、大阪の産業基盤を継承・発展できる日本一の工科高校づくりに向けた提案、指導・助言、支援、評価を行うことを目的とすることが示されている。本コンソーシアムは平成22年2月に設置され、以来、運営指導委員会の協議を開始した。
府立の工科高校は、大阪府学校教育審議会答申「今後の府立工業高校のあり方について」（平成15年）を踏まえ策定された「府立高等学校特色づくり・再編整備計画（全体計画）」に基づき、それまでの工業高校12校を再編整備し、平成17年4月に9校が再配置された。工科高校は、「専門性の深化」と「高等教育機関への接続」という二つの方向性を基本とし、入学者選抜では、それまでの学科別募集を改め、総合募集へ移行するとともに、技術の複合化や高度化などに柔軟に対応するため、新たな専門科目のまとまりである「系」および「専科」を設置するなど、新たな工業教育のシステムをスタートさせ、本年で8年目を迎えている。
工科高校への改編後、高い就職内定率の維持や工学系大学等進学者の増加、地域産業との連携の強化など、その取組は一定の成果を示している。しかしながら、ものづくりを巡る状況は厳しく、経済のグローバル化や製造産業の海外進出など、ものづくりの空洞化が懸念される中、今後、我が国が高度な技術・技能を維持、発展していくためには、研究・開発、設計・製図、生産製造など生産現場の各プロセスに、確かな知識、技術、そして、実践的な技能を持つ人材を輩出することが必要となる。
このような背景のもと、本コンソーシアムでは、大阪府におけるものづくり教育の活性化に向けて、この間の工科高校の取組について検証するとともに、工科高校における今後の人材育成の方向性について、これまで8回にわたって協議を行い、ここに一定の提言をまとめるに至った。
ものづくり教育をはじめとする職業教育の目的は、高校教育として、専門教育を手段として生徒を育むと同時に、産業基盤を支え、継承発展させる確かな知識及び技術・技能を持った人材の育成をめざすことにある。

府教育委員会においては、本提言の内容を検討され、工科高校におけるものづくり教育の一層の活性化が図られるよう望むものである。

１　コンソーシアム協議経過について
（１）第1回から第4回まで
	回
	開催日時
	テーマ

	第１回
	平成22年2月22日
	工科高校における工業教育の取組について

～大学進学・企業連携の観点から～

	第２回
	平成22年3月26日
	工科高校を今後どう発展させていくべきか

	第３回
	平成22年12月13日
	企業との連携について

府立大学、府大高専との連携とコンソーシアムへの参画について

	第４回
	平成23年2月21日
	中央教育審議会答申について

連携プログラムの具体化について


	（主な意見）

●日本のものづくりの基盤が弱くなってきており、ものづくり人材の育成が急務。特に、生産製造ラインを支える技術や実践的な技能を身につけた人材（テクニシャン）の素地を養成するのが工科高校。

●工科高校において、教育内容の質の保証を行うことが必要。特に、設備の更新、教員の技術力、授業力の向上、継続した企業連携による授業の工夫がカギ。

●大学等進学をめざす系や専科を新たに設置するなど、工科高校からの進学をより可能にする仕組みづくりが必要。

●教育活動の充実には、９校それぞれの強みを生かすなど、学校ごとに重点化して個性化に取り組むことが必要。


　第1回から第4回までの会議では、工科高校のこれまでの取組内容と現状を踏まえながら、企業連携による人材育成の成果と課題、工科高校の役割と産業界のニーズ、中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」等について協議した。
まず、「日本のものづくりの基盤が弱くなってきている」という意見があった。「生産現場で高品質の製品を生み出す技術と技能を持った人材が不足している」という現状認識がその背景にあった。この意見には、委員の多くが同調し、工科高校はまず、「産業基盤を支える技術と技能を持つ人材、生産製造ラインを支える技術や実践的な技能を身につけた人材（テクニシャン）を育成すべきである」という点で意見の一致を見た。
次いで工科高校が、厳しい雇用状況にあっても、高い就職内定率を保っていることについては、「これまでから、国の『地域産業担い手育成事業』などを活用し、生徒の企業実習の実施、企業技術者による技術指導、資格取得などを進めてきた成果により、生徒が確かな職業意識や技術及び実践的な技能の基礎を習得していることが評価されているから」との指摘があった。企業側から「工科高校の卒業生をぜひ採用したい」という声が根強くあるとのエピソードも紹介された。

一方で、「技術革新が急速に進んだために、学校で教えている内容と生産現場で必要とされるものが乖離しているのではないか」との指摘もあった。これを受け、「企業の意見を教育内容に反映させるなど、企業と学校との連携がきわめて大切である」という意見や、「企業からのアドバイスを得て、教育内容の検討や『人、もの、金』のサポーター制度を創出することも一案」との意見が出された。

また、工科高校は、中学生とその保護者や産業界や大学等に対して、「教育内容の質を保証して、信頼感を得ることが非常に重要である」との指摘があった。質の保証とは、具体的には、「精度の高い加工技術や先端技術を生徒に習得させるための設備の更新」、「企業研修等による教員の技術力の向上」、「継続的な企業連携と長期の企業実習や技術者の学校派遣等の取組の拡充」を通して、工科高校の教育活動の質を総合的に向上させることであるとの意見が多くの委員から出された。

あわせて、工科高校でものづくりへの関心を深め、将来、エンジニアになるために大学等への進学をめざす生徒が増えていることに対して（資料１）、「工科高校はカリキュラムの面からもっとしっかりと進学に対応するべきではないか」という指摘が複数の委員からあった。工科高校では、工業の専門科目を25単位以上履修する必要があり、必然的に、工学系大学等進学に必要な数学、理科の単位数が普通科よりも少なくなってしまうことが、かねてから指摘されてきたが、大学に進学したものの、理数の基礎学力が不足しているために、入学初年次につまずいてしまうことがないように、大学等進学に対応したカリキュラムの改善に早急に取り組むこと、そのためには、進学をめざす「系」や「専科」を新たに設置するなど、大学に進学しやすくする仕組みを制度として担保する必要があるという点で委員の意見は一致した。
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中央教育審議会答申「今後のキャリア教育・職業教育のあり方について」（平成23年1月）も話題となった。答申の「第3章（２）専門学科における職業教育」に関連して、職業人として必要とされる専門知識や技能が高度化している状況において、地元企業などと連携した実践的教育を進めることは非常に重要であり、今後、「インターンシップや長期企業実習を拡充することが必要である」という点で委員の意見は一致した。
以上が協議のあらましであるが、教育内容の充実に取り組むにあたっては、工科高校それぞれが置かれている立地条件（産業集積状況）や生徒の進路希望などを十分に踏まえ、各校の強みを生かした取組になるよう検討を進めていただきたいとの意見が多く出されたことを付記しておく。
（２）第５回から第７回まで
	回
	開催日時
	主なテーマ

	第５回
	平成23年12月15日
	施設設備の整備と実業教育の充実方策について

	第６回
	平成24年3月9日
	大学進学のための教育課程について

	第７回
	平成24年6月18日
	大学進学のための系・専科の設置について


	（主な意見）

●職業教育の充実と最先端の施設設備の整備はセット。施設設備の充実なくして職業教育の充実はありえない。

●施設設備の改善・充実は設置者の責務。技術の進展に対応した施設設備の整備と老朽化への対応の両面から整備は急務。

●工業の基礎を学びつつ、大学等進学に向けて数学、理科、英語等をじっくり学ぶことができる新たな「系・専科」の設置が必要。入学者選抜についても、現行の総合募集とは別枠で行うべき。

●進学対応のカリキュラムは、高校から大学までの７年間の工業教育として構想すべき。

●ガイダンス機能の充実、工科高校推薦入試制度の拡充や、私立大学における授業料の減免を含む特待生制度の獲得にも同時に取り組む必要あり。


第5回から第7回までの会議では、第4回までに出された意見の中から、特に、施設設備の整備と大学等進学への対応について重点的に協議を進めた。
まず、平成23年度補正予算以降、府の施策として、老朽化した機器の更新を進めることになったことを受け、施設設備の整備の必要性と方向性について協議した。
「職業教育の強みは、実際に機器を操作して、実践的に学ぶことにある。ゆえに、職業教育の充実と時代に即した施設設備の整備はセットものであり、施設設備の充実なくして職業教育は成り立たない」との意見が大勢を占めた。

老朽化への対応については、外部意見を採用し、定期的に更新を行うことが制度化されている海外の工業高校の事例が紹介され、「生徒の安全の確保、機器の精度の保持の観点からも、機器の更新が急務である」との意見が出された。また、中央教育審議会の答申（平成23年1月）の「専門教育における施設設備の改善・充実は設置者の責務」という記述が紹介され、「府には、この補正予算を契機として、老朽化への対応と、技術の進展に対応した施設設備の整備との両面からさらなる機器整備を求める」ことを全会一致の要望とすることになった。
関連して第7回では、２4年度当初予算に、先端技術を学ぶ機器の整備として、レーザー加工機等が組み込まれたことを高く評価する声が上がり、平成25年度以降も、時代に即した整備・改善に努めていただきたいとの要望が出た。（資料２）

　


【平成23年度】（予算額：１７０，２４５千円）　
（緊急性を要する機器の更新）
	分　野
	主な整備する機器

	機械系
	旋盤、シャーリングマシン、ＮＣ旋盤、
集中式溶接ヒューム集塵機

	建築系
	変水位透水試験機、丸のこ昇降盤

	電気系
	実験用電動発動機、保護継電器実習装置

	化学系
	原子吸光分析装置

	テキスタイル系
	電子ジャガードシステム　



【平成2４年度】（予算額：４０５、４１９千円）　
（更新）
	分　野
	主な整備予定の機器

	機械系
	半自動高速小型ホブ盤、CNC旋盤

	建築系
	水理実験装置

	電気系
	高電圧試験装置、送電線路実験装置

	化学系
	合成研究用ドラフトチャンバー


（新規：先端技術学習に対応した機器）
	分　野
	主な整備予定の機器

	機械系

（3校に整備）
	ＣＡＤ／ＣＡＭレーザー加工機（レーザー加工技術）

	電気系

（2校に整備）
	系統連系実習装置（太陽光発電送電技術）


大学等、高等教育機関への進学については、ものづくりマインドをもった高度技術者を育成するために、工科高校で工業の基礎を学びつつ、進学に必要な数学、理科、英語等をじっくり学ぶことができる、新たな「系・専科」の設置を求める意見が改めて示された。
さらに、新たな「系・専科」における入学者選抜は、１年次から進学という目的意識を明確にして学習に打ち込むことができるように、「現行の総合募集とは別枠で、独自選抜を行うことが望ましい」という意見が多くの委員の賛同を得た。

カリキュラムについては、高校・大学を通じた7年間をスパンとする教育課程編成を望む意見が出された。工業の専門科目と関連性のある理数科目の内容充実や、英語の重点化、探究力や課題解決能力を育むための課題研究の工夫改善など、具体的な提案がなされ、大学との連携講座や研究室訪問の機会の開拓、基礎学力充実のためのサポート体制の構築についても、具体的な対策を講じる必要性が示された。

進学をめざす「系・専科」における専門科目の学び方については、「既存の専門科目を深く学ばせることが望ましい」という意見と、「新たなカリキュラムを開発して、工業の基礎を複合的・横断的に学ばせることが望ましい」という二つの意見があい拮抗した。いずれがより望ましいかについては、コンソーシアムとして意見の一致を見なかったが、単なる進学シフトでなく、さまざまに工夫を凝らして工科高校らしいカリキュラムを編成することが必要との方向性では一致した。

また、進学に向けたガイダンス機能の充実や、国公立大学における特別推薦入試枠の拡充や、私立大学における授業料の減免を含む特待生枠の獲得などについても、活発な意見交換がなされ、大学と工科高校の連携を密にして前向きに取り組むことの必要性が示された。
（３）第８回
	回
	開催日時
	主なテーマ

	第８回
	平成24年7月30日
	協議のまとめ

～工科高校のミッションと
今後の取組の方向性について～


	（主な意見）

●工科高校の近未来を考えるとき、「高大の接続と連携」、「高度技能の養成」、「地域産業との連携」がキーワードになる。

●工科高校9校がそれぞれの強みを生かし取組を進めることが必要。そのためには、３つのキーワードについて、各校が取組を重点化し、個性化を図ることで、より効果的に人材育成の取組を進めることができる。


第８回では、それまでの協議を総括し、今後の工科高校の取組の方向性について、コンソーシアムから「工科高校への提言」という形で取りまとめることとした。
今後の方向性を示すにあたっては、「工科高校が育成すべき人材像」を整理した上で、「工科高校がいま取り組むべきこと」、及び、「工科高校の近未来像」を提言としてとりまとめることにした。
「工科高校が育成すべき人材像」については、「研究・開発、設計・製図、生産製造など生産現場の各プロセスに、確かな知識、技術、そして、実践的な技能を持つ人材を幅広く輩出すべき」と考え、具体的な人材像として、「ものづくりマインドを持った将来の高度技術者」、「高い付加価値を生み出す技術・技能力を持つ人材」、「ものづくり現場を支えて指導・管理・改善を推進する現場のリーダーになれる人材」の３つにとりまとめた。
ついで、育成すべき人材像に照応して、工科高校における人材育成をより確かなものにするために「工科高校が取り組むべきこと」を教育内容の質の保証という観点から３点にまとめた。「工学系大学等進学に向けた学力向上と連携大学の確保」、「生徒が身につける知識、技術及び技能の質の保証」、「工科高校の職業教育拠点としての機能充実」がそれである。
「工科高校の近未来像」については、この間、工科高校が「進学者が多い学校」、「資格取得に力を入れている学校」、「地域との連携に力を入れている学校」など、学校により教育活動の力点に違いが出てきていることに着目し、工科高校9校がそれぞれの強みを生かし、各校が取組を重点化して一層の個性化を図ることが重要であると考えた。

「高大連携重点型」、「実践的技能養成重点型」、「地域産業連携重点型」は重点化、個性化の方向性を「見える化」するためのモデルである。
以上を、コンソーシアムから「工科高校への提言」とすることで委員のコンセンサスを得たところである。
２　工科高校への提言
（１）「工科高校が育成すべき人材像」
我が国のものづくり産業は、経済社会の維持発展にとって重要な役割を将来にわたって担うものである。特に大阪は、近畿圏の産業の中心であり、これまでもものづくりを基盤として発展し、世界に誇れる技術を持つ、多くのオンリーワン企業が立地している。
しかし、グローバル化の進展とともに、産業の空洞化が懸念される中、ものづくりの技術力のさらなる向上が不可欠となっている。ものづくりは、大阪にとって生命線であり、その発展が未来を左右すると言っても過言ではない。

ものづくりの未来にとっては、ものづくりの現場を担い発展させる人材を育成することが急務であり、工科高校の人材育成にかかる責務は大きい。
そのためには、工科高校から、研究・開発、設計・製図、生産製造など生産現場の各プロセスに、確かな知識、技術、そして、実践的な技能を持つ人材を輩出することが必要である。

　＜提言１＞　「工科高校が育成すべき人材像」
	①「ものづくりマインドを持った将来の高度技術者」

工科高校でものづくりの基礎や態度を身につけ、さらに大学等で高度な知識、技術を学び、実技と理論を併せ持ったエンジニアの育成

　　

②「高い付加価値を生み出す技術・技能力を持つ人材」

高精度、高品質など高い付加価値を生み出すことができる、職業資格等に裏付けられた確かな技術、技能力を身につけた人材の育成

③「ものづくり現場を支えて指導・管理・改善を推進する現場のリーダーになれる人材」
生産現場を監督し、業務の合理化等改善提案ができる、実践的技能と知識を持った人材の育成



①「ものづくりマインドを持った将来の高度技術者」の育成

「ものづくりマインドを持った将来の高度技術者」とは、工科高校でものづくりの基礎基本を学び、そのマインドを持って、大学等でさらに高度な知識・技術を習得し、その上で、例えば、ものづくり全体を俯瞰しつつ、企画・設計から生産の工程までを指導する人材である。この目的に沿って新たな学びの分野としての「系・専科」の設置や、それに伴う大学等への進学に必要な教科科目の設定や、選抜方法の見直しも検討されたい。また、工科高校在学中から、連携する大学等と交流し、研究活動に触れたり、高大接続にふさわしい課題研究テーマに挑戦するなどの取組を提案したい。

②「高い付加価値を生み出す技術・技能力を持つ人材」の育成

「高い付加価値を生み出す技術・技能力を持つ人材」とは、産業現場で、高精度、高品質なものづくりを実際に行うことのできる人材であり、様々な先端機器等を駆使しつつ、自動車やOA機器、医療機器など、高い付加価値を持った製品製造を支える国際競争に耐えうる技能力を持つ人材である。企業から高度技能者を積極的に招き、直接の指導を受けることや、高校段階で挑戦できる各種職業資格に係る国家技能士の取得等を推進されることを提案する。
③「ものづくり現場を支えて指導・管理・改善を推進する現場のリーダーになれる人材」の育成

ものづくりの動向や形態は常に変化している。産業現場では、こうした変化に対応した生産ラインを構築し、かつ、高品質を保ちながら、指導・管理、改善を進めることができる人材の確保を強く求めている。そのためには、実践的な技能力や品質を管理する知識などが必要となる。こうした力は一朝一夕に培われるものではないが、実験実習におけるハード、ソフトにわたるシステム構築の学習や、産学連携による企業実習や共同研究などを通じ実践的に学ぶことができると考える。
そのため、提案力を培う学習プログラムや少人数のグループで具体的な課題について取り組むなど、リーダーシップ、チームワーク、コミュニケーション力を育成するPBL（Project Based Learning）的なプログラムを研究することを提案したい。

大阪は古くから、実学の精神、即ち、実証性や現実性を尊び、その気風をもって発展してきた。こうした伝統が、これからのものづくりの現場を支え、変えていく人材育成に繋がることを願っている。我々の提案が着実に進められるよう、工科高校の教育環境の整備等に努められるよう求めるものである。

（２）「教育内容の質の保証～工科高校がいま取り組むべきこと～」
工科高校における人材育成をより確かなものにするためには、教育内容の質をしっかりと担保していくことが不可欠となる。そのために、いま、工科高校が取り組むべきことは何か、（１）で示した具体的な人材像を踏まえ、３点に整理した。
＜提言２＞「教育内容の質の保証～工科高校がいま取り組むべきこと～」
	　
①工学系大学等進学に向けた学力向上と連携大学の確保

　・ものづくりマインドの醸成と大学等高等教育機関に接続する教育課程の改善を図る。
　・高大連携を一層推進し、大学の講座や研究活動に参加体験させる機会を設定
・国公立大学や私立大学（工学）への進学ルートの開拓

　　　　　　　　↓

「ものづくりマインドを持った将来の高度技術者」の育成

②生徒が身につける知識、技術及び技能の質の保証

　・生徒に習得させる技術・技能レベルを明確にした指導とカリキュラム編成

　・教員の資質向上のための技術研修

　　　　　　　　↓

「高い付加価値を生み出す技術・技能力を持つ人材」の育成

③職業教育拠点としての工科高校の機能充実

・時代の変化に即した施設設備の整備

　・企業と共同した商品開発や、実習体験など企業との連携の推進

　　　　　　　　↓
「ものづくり現場を支えて指導・管理・改善を推進する現場のリーダーになれる人材」の育成



①「工学系大学等進学に向けた学力向上と連携大学の確保」

工科高校の3年間で学んだ工業の基礎や培ったものづくりマインドは、大学進学後の学習に高い目的意識を持って臨む力を与えるものである。工科高校の学びが確実に大学での学びにつながるよう、教育課程等の改善や生徒の学力向上に取り組む必要がある。
大学等への「接続」については、これまでは入学後の科目選択により対応してきたが、今後は専門教育（系・専科）の内容や共通教科・科目の設定（数学、理科等の強化）等を抜本的に見直すとともに、大学等との連携活動を外部から見える形で進める必要がある。そのためには、これまでの工科高校の「接続」の理念の上に、進学に向けた「系・専科」を一部の工科高校に設置し、入学当初から新たなカリキュラムを進めることが効果的である。入学者選抜についても、別枠で募集することを検討されたい。

　











進学に向けた「系・専科」における専門教育の内容については、既存の専門領域である機械、電気等を設定することも考えられるが、工業の基礎学習の上にものづくりを横断的に学べる科目（例：理工学系（資料３））を設定し、「課題研究」において超域的なテーマ設定を行うなど、新たな学びの分野を検討することも考えられる。また、大学のカリキュラムにスムーズに接続するために、大学の工学系学部での学びを意識した物理、数学などの学校設定科目を設けることも提案したい。
さらに、大学とは目的を明確にした連携関係を構築することが重要である。大学の講座や研究活動を体験したり、大学と共同研究を行うなど、生徒が大学教育に直接関わることができる工夫をされたい。また、工科高校から工学系の国公立大学や私立大学等への進学が可能なルートの開拓を進められたい。
②「生徒が身につける知識、技術及び技能の質の保証」

これは、工科高校全体の専門教育の質の保証に関する内容である。
生徒に習得させる知識・技能レベルを明確にした指導と、それを可能にするカリキュラムの編成をお願いしたい。習得させるレベルについては、客観的に認定できるものとして、国家技能検定や技能士の称号取得を活用することが有効だと考える。関係機関の協力を得て、情報共有を進めながら、工科高校同士が横の連携を強化して、組織的に取り組んでいただきたい。（資料４）

また、「課題研究」では、生徒がものづくりを通じ、自ら考え、チームで達成した経験ができるよう指導するとともに、成果発表の機会を設けプレゼンテーション力の育成に努めていただきたい。


③「工科高校の職業教育拠点としての機能充実」
工科高校が、産業を支える人材の育成を進めるためには、地域産業や地域社会が持つ教育資源の活用を図ることが必要である。

また、時代の変化や産業界のニーズを踏まえるために、特に専門教育のカリキュラム編成においては、本コンソーシアムをはじめ、地域コンソーシアム等の産業界代表や有識者からの意見等に傾聴することが重要である。

これらを円滑かつシステムとして進めるために、工科高校には外部の教育資源の活用について、取りまとめ拠点の役割を担っていただきたい。具体的には、工科高校が中心となって、地域産業、行政、学校から構成する地域コンソーシアムの設置を進められたい。
今、産業界は、グローバル化の進展を背景に、自ら考え提案し、課題を解決し、能動的に行動する人材を求めており、工科高校においても生徒の創造性や自発性を育む教育を進めることが重要となる。インターンシップや長期企業実習は、産業現場で実践的に学べる場であり、教育効果は大きいことから、さらに充実をさせていただきたい。（資料５）
企業では、商品を開発し、製品として市場に送り出すまでに、非常に多くのハードルをクリアしている。企業実習等を通して、ものづくりの商品化について学び、企業と共同による商品の開発などに取り組むなど、現場での作業や実務を通して実践的に学ぶ機会の拡充に努められたい。

（資料５）地域産業との連携状況　（平成２３年度）
	項　　目
	実　　績

	協力企業数
	のべ２８６社　（実協力企業数　２３２社）

	取組校数
	14校　（農業高校２校・工業高校９校・総合高校３校）

	連携数と取組項目
	【連携数】　　１４７事業
【取組項目】

（１）インターンシップ（就業体験）　
（２）企業実習　

（３）企業技術者による学校での実践的指導
（４）共同研究

（５）企業技術者による講演会・講話　
（６）啓発活動

	参加生徒人数
	のべ12,796人　　　　

	　　　　　　　　　　　　　※上記記載は、緊急雇用創出基金事業活用による実績

	地域コンソーシアム設置校
	今宮工科、淀川工科、城東工科、布施工科、堺工科


（３）「工科高校の近未来像～人材育成の重点化と学校の個性化の観点から～」
ここまでは、「工科高校が育成すべき人材像」と、人材育成を担う工科高校に相応しい「教育内容の質の保証」について提案してきた。

これらは、工科高校全体のミッションではあるが、すべての取組をすべての学校に横並びで担わせるのでは十分な効果は期待できない。むしろ、それぞれの工科高校が持つ個性、強み、地域性等に応じて、取組を重点化し、学校の個性化を図ることにより、工科高校全体として、より特色ある人材育成の効果が期待できると考えている。

＜提言３＞「工科高校の近未来像～人材育成の重点化と学校の個性化の観点から～」
	　

①　高大連携重点型　

高大連携に重点を置く工科高校では、「ものづくりマインドを持った将来の高度技術者」の育成を目標に、工業技術の理論を学ぶ工学系大学進学を視野に入れ、エンジニアの育成をめざす教育に重点を置く。

●７年間のものづくり教育、人材育成の観点で大学との連携を推進

●進学に対応した新たな「系・専科」の設置と入学者選抜における単独募集
●専門教育と進学のための学力向上が両立するカリキュラムの設定


②　実践的技能養成重点型
実践的技能養成に重点を置く工科高校では、「高い付加価値を生み出す技術・技能力を持つ人材」の育成を目標に、高度な職業資格取得を重視し、資格を活かすことができる技術者の育成する教育に重点を置く。
●生徒に習得させる技術・技能レベル（資格取得等を活用）を明確にした指導

●実践的技能をはぐくむ「課題研究」等、ものづくりを深めるカリキュラム編成

③　地域産業連携重点型

地域産業との連携に重点を置く工科高校では、「ものづくり現場を支えて指導・管理・改善を推進する現場のリーダーになれる人材」の育成を目標に、企業との実習、授業での連携を重視し、企業実習等の経験から身につけた技術・技能を活かす技術者を育成する教育に重点を置く。

●長期企業実習やインターンシップを大胆に取り入れ、経験から学べる授業の設定

●商品開発など地域産業との連携・共同事業等の推進


以上、3つの重点化のパターンを提案したが、重点化・個性化を図ることによって、次のような効果が期待できる。

第一に、学校の人材育成の到達目標を焦点化することができ、それに応じた教育課程を精選できることである。また、その結果、教員の教材開発や授業での取組に方向性を与え、集中できることで、より高い教育効果が見込まれる。
第二に、外部の連携する企業、大学など対象を絞ることで、学校からの要望が明瞭になるとともに、教育内容等に外部の意見や協力を求めやすくなり、外部との連携の効果の高まりが期待されることである。
第三に、外部から見てわかりにくいと言われる工科高校の専門教育内容が、わかりやすくなり、ものづくりに興味関心を持ち、その分野での就職、進学など将来の進路を考える目的意識を持った生徒の入学が見込まれることである。

　重点化・個性化により、それぞれの学校が特色を持った人材育成に取り組み、ものづくりの実践を学ぶ場として、将来の進路保証がしっかりできる魅力的な学校であることを広く社会に発信していただきたいと願う。

また、これまで提起してきた内容を充実発展させるためには、技術・技能の変化に遅れないよう指導する教員の力量を高めることが、今まで以上に必要となる。そのため産業界と協力・連携した教員研修の充実を、図ることができるよう教育委員会のさらなる支援・援助を要請したい。
３　おわりに

日本はこれまで、先端技術の研究と生産現場の持つ技術・技能の向上と連携により、激しい国際競争の中で製造産業を発展させてきた。
技術や技能は、人から人へ継承されるものであり、ものづくりの水準を維持・向上させるためには、人材の育成に、今後も、途切れることなく取り組んでいかなければならない。

こうした課題認識に立ち、本コンソーシアムは、大学等や産業界、経済界など、実に多方面からの貴重な意見が交わされる場となった。これは、時代を背景としたものづくりに対する危機感であると同時に、これからのものづくりを担う工科高校への大きな期待であると捉えていただきたい。
今回協議した人材育成の観点や、質の保証のための環境整備、これらを踏まえた工科高校の個性化や重点化については、速やかな具体化を図られるよう求める。

今後も、ものづくりに興味関心を持ち、産業界で活躍する目的意識をもった次世代の若者の多くが、工科高校を希望し、技術者をめざして学ぶことを願ってやまない。

ものづくり教育コンソーシアム大阪運営指導委員会委員
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	団　　体
	委　　　員

	学識経験者
	―
	関西福祉科学大学教授　
	伊藤　一雄

	
	―
	大阪工業大学工学部長　
	川田　裕

	
	―
	大阪府立大学大学院教授
	杉村　延広

	
	―
	大阪府立大学工業高等専門学校副校長
	葭谷　安正

	産業界
	大阪商工会議所
	人材開発部長


	坂上　義明

	
	大阪府中小企業家

同友会
	事務局長


	杉山　尚治

	国
	近畿経済産業局
	地域経済部産業人材政策

課長


	児玉　桂子

	関係団体
	大阪実業教育協会
	理事

	久野　祜滋　

	
	（財）大阪労働協会
	ジョブカフェ事業担当参与
	東﨑　元宏　

	大阪府
	府商工労働部
	雇用推進室人材育成課長
	中岡　照夫

	
	
	商工振興室ものづくり支援課長
	讃岐　富男

	
	府教育委員会
	教育振興室高等学校課長
	和田　良彦


ものづくり教育コンソーシアム大阪設置要項　

（設置）

第1　大阪府教育委員会は、大阪の産業基盤を継承・発展できる日本一の工科高校づくりをめざすため、平成２１年１月に策定した「大阪の教育力」向上プランに基づき、「ものづくり教育コンソーシアム大阪（以下、「コンソーシアム」と言う。）」を設置する。

（目的）

第２　本コンソーシアムは、大阪府立の工科高等学校等（以下、「工科高校等」という。）において実施される生徒の企業実習、企業技術者等による実践的指導、教員の高度技術研修等について、地域産業との連携強化等のための支援を行うとともに、その取組みに対して、提案、指導・助言、支援、評価を行い、教育活動の一層の活性化を図ることを目的とする。

（事業）

第３　本コンソーシアムは、以下の事業を行う。

　　・工科高校への指導・助言及び評価

　　・工科高校が企業、大学と連携を図るための支援

　　・教員の技術研修に関する助言、支援

　　・工科高校発のベンチャー企業設立に向けた支援　　

・その他、ものづくり教育に関する支援

（運営指導委員会）

第４　本コンソーシアムに、運営指導委員会を設置し、事業を運営する。

　　　運営指導委員会は、学識経験者及び以下の団体が推薦する委員をもって構成する。

　　・大阪商工会議所

・大阪府中小企業家同友会

・大阪実業教育協会

・大阪労働協会

・近畿経済産業局

・大阪府商工労働部
・大阪府教育委員会

・その他、運営指導委員会において必要とする者

　　なお、必要に応じてオブザーバーとして、工科高校等校長が参加する。

２　運営指導委員会に委員長を置き、学識経験者の委員をもって充てる。

３　運営指導委員長は、本コンソーシアムを主宰し、統括する。

（コンソーシアム事務局）

第５　本コンソーシアムの事務局を、府教育委員会教育振興室高等学校課教務グループに置く。

２　　事業運営上の課題の調査及び整理等、事務局が行う業務を補佐するために、別に定める作業部会を設置する。

（その他）

第６　この要項に定めるものの他運営に関する事項は、ものづくり教育コンソーシアム大阪が定める。

付則

この要項は、平成２２年２月２２日から施行する。
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※高等学校産業教育担当指導主事連絡協議会（工業）提出資料による


※リーマンショック以降、ここ数年は進学者が減少しているものの、平成17年度の工科高校再配置後は、工学系進学者数はほぼ倍増していた。（平成1８年度までが工業高校の卒業生）
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（資料１）府立工業・工科高校の大学進学者・就職者数（人）の推移





（資料２）平成２３・２４年度の工科高校における主な設備更新・新規整備





（資料３）工学系大学進学に向けた「系・専科」の設置（例）





入学者選抜








特色選抜募集





総合募集（一括募集）





１年





工業技術の基礎学習





共通履修（１年後期又は２年に専門選択）





１年後期～２年系・専科選択





理工学系





建築系





電気系





機械系








・理工学専科





・建築施工専科


・建築設計専科





・電気技術専科


・電気制御専科





・機械技術専科


・機械設計専科





理工系進学





就職・進学





工学系大学進学に向けた「系・専科」


「理工学系」・「理工学専科」（仮称）の学習内容＜例＞





○工業分野の基礎を学習し、工学系大学等へ接続する専科として設置





○学習内容　


専門教科・科目（工業）　２５～３０単位


・工業分野の基礎技術を学ぶ


大学で学ぶための学習　　３０単位


・数学、理科、英語の充実


・実習・演習・課題研究等　活用・探究型の学習の工夫


高校の必履修科目　　　　３０～３５単位　（合計　９０単位）





（資料４）工科高校での国家技能検定受験状況


























※平成17年の工科高校の再配置後、国家技能検定の受験者が


急速に増加している。





【技能検定（技能士）の技能レベルと高校在学中に目標とする等級】　　　


等級�
実務経験�
　　　　　技能レベル�
　�
�
特級�
1級合格後


5年以上�
管理者または監督者が通常有すべき


技能�
�
�
1級�
7年以上�
上級技能者が通常有すべき技能の程度�
�
�
2級�
2年以上�
中級技能者が通常有すべき技能の程度�
取得目標�
�
3級�
6か月以上�
初級技能者が通常有すべき技能の程度�
�
�
　　　　　


【これまで受験者があった国家技能検定の種類】


資格の分野�
　　　　　　　　技能検定の種類�
�
機械加工�
旋盤、フライス、マシニングセンタ、機械検査、仕上組立�
�
建築�
建築配管�
�
電気�
配電盤、制御盤組立�
�
自動車整備�
内燃機関�
�
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　　　　　　　　工科高校の３つの取組





高大連携





技能養成





地域産業連携





　　　　　　　　工科高校の３つの取組








技能養成





地域産業連携





高大連携





　　　　　　　　工科高校の３つの取組








地域産業連携





技能養成





高大連携
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（緊急雇用創出基金事業活用による実績） ヘイセイネンドレンケイキギョウスウキンキュウコヨウソウシュツキキンジギョウカツヨウジッセキ



□協力企業　：　のべ286社(実協力企業　232社) 

□取組校
　　　農業高校2校・工科高校9校・総合高校3校　計14校

□事業実施状況：147事業

　(1)インターンシップ(就業体験)　　　　　　　　　　(2)企業実習
　(3)企業技術者による学校での実践的指導　　(4)共同研究
　(5)企業技術者による講演会・講話　　　　　　　(6)啓発活動

□参加生徒人数：のべ12,796人



【工科高校等に整備した主な設備】
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　(1)インターンシップ(就業体験)　　　　　　　　　　(2)企業実習
　(3)企業技術者による学校での実践的指導　　(4)共同研究
　(5)企業技術者による講演会・講話　　　　　　　(6)啓発活動

□参加生徒人数：のべ12,796人



【工科高校等に整備した主な設備】





（平成２３年度）予算額：１７０，２４５千円





旋盤　変水位透水試験機　シャーリングマシン　集中式溶接ヒューム集塵機


原子吸光分析装置　ＮＣ旋盤　電子ジャガードシステム　実験用電動発動機


など





（平成２４年度）予算額：】４０５，４１９千円


CAD/CAMレーザー加工機　　系統連系実習装置　高電圧試験装置


CNC旋盤　送電線路実験装置　機械製図用具ドラフター　半自動高速小型ホブ


盤　など




CNETORFEEREZBRINR
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[ERUT, DIEEREDEE]
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_1415906397.xls
Graph1

		平成１６年度

		平成１７年度

		平成１８年度

		平成１９年度

		平成２０年度

		平成２１年度

		平成２２年度

		平成23年度



受験者数

技能検定受験者数（Ｈ16～23）
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進路

		府立工業・工科高校の進学者数、就職者数(人）（国の産業教育調査による） フリツコウギョウコウカコウコウシンガクシャスウシュウショクシャスウニンクニサンギョウキョウイクチョウサ

				平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成２３年度 ヘイセイネンド

		進学者数 シンガクシャスウ		1,103		693		612		520		595		591		541

		４年制進学者数 ネンセイシンガクシャスウ		213		229		271		260		267		232		197

		工業系進学者数 コウギョウケイシンガクシャスウ		109		115		166		192		213		168		137

		就職者数 シュウショクシャスウ		1,693		1,745		1,530		1,575		1,478		1,576		1,716

		在籍数 ザイセキスウ		2,862		2,521		1,959		2,166		2,170		2,239		2,317

				平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成２３年度 ヘイセイネンド

		４年制進学者数 ネンセイシンガクシャスウ		213		229		271		260		267		232		197

		工業系進学者数 コウギョウケイシンガクシャスウ		109		115		166		192		213		168		137

		就職者数 シュウショクシャスウ		1,693		1,745		1,530		1,575		1,478		1,576		1,716

				平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成２３年度 ヘイセイネンド

		就職者数 シュウショクシャスウ		1,693		1,745		1,530		1,575		1,478		1,576		1,716





進路

		



４年制進学者数

工業系進学者数



設備

		



就職者数



資格

		（平成２３年度）                                                                            予算額：１７０，２４５千円

		旋盤、変水位透水試験機、シャーリングマシン、集中式溶接ヒューム集塵機、原子吸光分析装置、ＮＣ旋盤、電子ジャガードシステム、実験用電動発動機など

		（平成２４年度）                                                                            予算額：４０５、４１９千円

		ＣＡＤ／ＣＡＭレーザ加工機、系統連系実習装置、高電圧試験装置、ＣＮＣ旋盤、送電線路実験装置、機械製図用ドラフター、半自動高速小型ホブ盤など

				【工科高校等に整備した主な設備】

				（平成２３年度）予算額：１７０，２４５千円

				旋盤、変水位透水試験機、シャーリングマシン、集中式溶接ヒューム集塵機、原子吸光分析装置、

				ＮＣ旋盤、電子ジャガードシステム、実験用電動発動機など

				（平成２４年度）予算額：４０５、４１９千円

				ＣＡＤ／ＣＡＭレーザ加工機、系統連系実習装置、高電圧試験装置、ＣＮＣ旋盤、送電線路実験装置、

				機械製図用ドラフター、半自動高速小型ホブ盤など





地域コンソ

		技能検定受検状況 ギノウケンテイジュケンジョウキョウ

				平成１６年度 ヘイセイネンド		平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成23年度 ヘイセイネンド

		受験者数 ジュケンシャスウ		0		8		8		82		121		167		224		238

		合格者数 ゴウカクシャスウ		0		3		8		53		90		138		165		173

		合格率 ゴウカクリツ		0.0%		37.5%		100.0%		64.6%		74.4%		82.6%		73.7%		72.7%





地域コンソ

		平成１６年度

		平成１７年度

		平成１８年度

		平成１９年度

		平成２０年度

		平成２１年度

		平成２２年度

		平成23年度



受験者数

技能検定受験者数（Ｈ16～23）
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8

8

82
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連携企業数

		【地域コンソーシアムを設置している工科高校（平成２３年度）】

今宮工科、淀川工科、城東工科、堺工科 チイキセッチコウカコウコウヘイセイネンドイマミヤコウカヨドガワコウカジョウトウコウカサカイコウカ

		今宮工科、淀川工科、城東工科、堺工科

				【地域コンソーシアム設置校（平成２３年度）】

				今宮工科、淀川工科、城東工科、堺工科





		平成２３年度連携企業数













　　　　　　　　　　　　　　　　　　（緊急雇用創出基金事業活用による実績） ヘイセイネンドレンケイキギョウスウキンキュウコヨウソウシュツキキンジギョウカツヨウジッセキ



□協力企業　：　のべ286社(実協力企業　232社) 

□取組校
　　　農業高校2校・工科高校9校・総合高校3校　計14校

□事業実施状況：147事業

　(1)インターンシップ(就業体験)　　　　　　　　　　(2)企業実習
　(3)企業技術者による学校での実践的指導　　(4)共同研究
　(5)企業技術者による講演会・講話　　　　　　　(6)啓発活動

□参加生徒人数：のべ12,796人



【工科高校等に整備した主な設備】





（平成２３年度）予算額：１７０，２４５千円





旋盤　変水位透水試験機　シャーリングマシン　集中式溶接ヒューム集塵機


原子吸光分析装置　ＮＣ旋盤　電子ジャガードシステム　実験用電動発動機


など





（平成２４年度）予算額：】４０５，４１９千円


CAD/CAMレーザー加工機　　系統連系実習装置　高電圧試験装置


CNC旋盤　送電線路実験装置　機械製図用具ドラフター　半自動高速小型ホブ


盤　など
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_1415799708.xls
Graph1

		平成１７年度		平成１７年度

		平成１８年度		平成１８年度

		平成１９年度		平成１９年度

		平成２０年度		平成２０年度

		平成２１年度		平成２１年度
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４年制進学者数
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進路

		府立工業・工科高校の進学者数、就職者数(人）（国の産業教育調査による） フリツコウギョウコウカコウコウシンガクシャスウシュウショクシャスウニンクニサンギョウキョウイクチョウサ

				平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成２３年度 ヘイセイネンド

		進学者数 シンガクシャスウ		1,103		693		612		520		595		591		541

		４年制進学者数 ネンセイシンガクシャスウ		213		229		271		260		267		232		197

		工業系進学者数 コウギョウケイシンガクシャスウ		109		115		166		192		213		168		137

		就職者数 シュウショクシャスウ		1,693		1,745		1,530		1,575		1,478		1,576		1,716

		在籍数 ザイセキスウ		2,862		2,521		1,959		2,166		2,170		2,239		2,317

				平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成２３年度 ヘイセイネンド

		４年制進学者数 ネンセイシンガクシャスウ		213		229		271		260		267		232		197

		工業系進学者数 コウギョウケイシンガクシャスウ		109		115		166		192		213		168		137

		就職者数 シュウショクシャスウ		1,693		1,745		1,530		1,575		1,478		1,576		1,716

				平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成２３年度 ヘイセイネンド

		就職者数 シュウショクシャスウ		1,693		1,745		1,530		1,575		1,478		1,576		1,716





進路

		



４年制進学者数

工業系進学者数



設備

		



就職者数



資格

		（平成２３年度）                                                                            予算額：１７０，２４５千円

		旋盤、変水位透水試験機、シャーリングマシン、集中式溶接ヒューム集塵機、原子吸光分析装置、ＮＣ旋盤、電子ジャガードシステム、実験用電動発動機など

		（平成２４年度）                                                                            予算額：４０５、４１９千円

		ＣＡＤ／ＣＡＭレーザ加工機、系統連系実習装置、高電圧試験装置、ＣＮＣ旋盤、送電線路実験装置、機械製図用ドラフター、半自動高速小型ホブ盤など

				【工科高校等に整備した主な設備】

				（平成２３年度）予算額：１７０，２４５千円

				旋盤、変水位透水試験機、シャーリングマシン、集中式溶接ヒューム集塵機、原子吸光分析装置、

				ＮＣ旋盤、電子ジャガードシステム、実験用電動発動機など

				（平成２４年度）予算額：４０５、４１９千円

				ＣＡＤ／ＣＡＭレーザ加工機、系統連系実習装置、高電圧試験装置、ＣＮＣ旋盤、送電線路実験装置、

				機械製図用ドラフター、半自動高速小型ホブ盤など





地域コンソ

		技能検定受検状況 ギノウケンテイジュケンジョウキョウ

				平成１６年度 ヘイセイネンド		平成１７年度 ヘイセイネンド		平成１８年度 ヘイセイネンド		平成１９年度 ヘイセイネンド		平成２０年度 ヘイセイネンド		平成２１年度 ヘイセイネンド		平成２２年度 ヘイセイネンド		平成23年度 ヘイセイネンド

		受験者数 ジュケンシャスウ		0		8		8		82		121		167		224		238

		合格者数 ゴウカクシャスウ		0		3		8		53		90		138		165		173

		合格率 ゴウカクリツ		0.0%		37.5%		100.0%		64.6%		74.4%		82.6%		73.7%		72.7%





地域コンソ

		平成１６年度

		平成１７年度

		平成１８年度

		平成１９年度

		平成２０年度

		平成２１年度

		平成２２年度

		平成23年度



受験者数

技能検定受験者数（Ｈ16～22）
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8
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82
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238



連携企業数

		【地域コンソーシアムを設置している工科高校（平成２３年度）】

今宮工科、淀川工科、城東工科、堺工科 チイキセッチコウカコウコウヘイセイネンドイマミヤコウカヨドガワコウカジョウトウコウカサカイコウカ

		今宮工科、淀川工科、城東工科、堺工科

				【地域コンソーシアム設置校（平成２３年度）】

				今宮工科、淀川工科、城東工科、堺工科





		平成２３年度連携企業数













　　　　　　　　　　　　　　　　　　（緊急雇用創出基金事業活用による実績） ヘイセイネンドレンケイキギョウスウキンキュウコヨウソウシュツキキンジギョウカツヨウジッセキ



□協力企業　：　のべ286社(実協力企業　232社) 

□取組校
　　　農業高校2校・工科高校9校・総合高校3校　計14校

□事業実施状況：147事業

　(1)インターンシップ(就業体験)　　　　　　　　　　(2)企業実習
　(3)企業技術者による学校での実践的指導　　(4)共同研究
　(5)企業技術者による講演会・講話　　　　　　　(6)啓発活動

□参加生徒人数：のべ12,796人



【工科高校等に整備した主な設備】





（平成２３年度）予算額：１７０，２４５千円





旋盤　変水位透水試験機　シャーリングマシン　集中式溶接ヒューム集塵機


原子吸光分析装置　ＮＣ旋盤　電子ジャガードシステム　実験用電動発動機


など





（平成２４年度）予算額：】４０５，４１９千円


CAD/CAMレーザー加工機　　系統連系実習装置　高電圧試験装置


CNC旋盤　送電線路実験装置　機械製図用具ドラフター　半自動高速小型ホブ


盤　など




CNETORFEEREZBRINR
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BER, ISR, Ty, I, P,
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